
 
 
 
 
 

   

◇  

◇  

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

よ
う
や
く
梅
雨
も
明
け
て
、
御
神
殿
の
ま
わ
り
の

雑
木
林
か
ら
は
、「
一
日
一
生
」
の
思
い
で
な
き
続

け
る
「
蝉
」
の
大
合
唱
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

蝉
は
地
中
で
七
年
間
過
ご
し
て
成
虫
と
な
り
、
地

上
に
出
て
、
た
っ
た
の
七
日
間
で
一
生
を
終
え
る
生

物
で
す
。 

「
空
蝉
（
う
つ
せ
み
）」
は
、
蝉
の
ぬ

け
が
ら
の
事
で
す
が
、
古
語
で
は
、「
命
」
や
「
世
」

「
惜
し
き
世
」
に
か
か
る
枕
詞
で
す
。 

人
間
の
は

か
な
さ
、
人
の
世
の
空
し
さ
を
意
味
す
る
枕
詞
が
、

「
空
蝉
」
で
す
。 

◇
四
十
五
歳
に
な
り
ま
し
た
！ 

 

実
は
、
私
は
先
月
の
七
月
二
十
七
日
で
四
十
五
歳

に
な
り
ま
し
た
。 

誕
生
し
た
の
は
、
午
後
三
時
だ

っ
た
そ
う
で
、
空
調
設
備
の
な
い
座
敷
で
の
お
産
だ

っ
た
だ
け
に
、
母
は
、
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
そ
う
で

す
。 

そ
の
母
の
口
癖
が
、「
人
は
何
か
目
に
見
え

な
い
大
き
な
力
、
神
様
の
お
力
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。 

「
言
霊
（
こ
と

だ
ま
）」
と
い
っ
て
、
言
葉
に
も
魂
（
た
ま
し
い
）

が
宿
る
と
昔
の
人
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
ま

さ
に
そ
の
母
の
言
葉
は
、
私
の
神
職
と
し
て
の
縁 

     

（
よ
す
が
）
で
も
あ
り
、「
言
霊
」
そ
の
も
の
で
す
。 

◇
命
の
別
名
は
「
親
」 

 

実
は
、「
子
供
は
親
を
選
べ
な
い
」
の
で
あ
り
ま

し
て
、
運
命
的
な
奇
跡
と
も
言
う
べ
き
出
会
い
の
連

続
で
も
っ
て
か
け
が
え
の
無
い
「
親
子
」「
家
族
」

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

三
億
あ
る
精
子
が
卵
子

に
到
達
す
る
の
は
た
っ
た
の
一
個
、
三
億
分
の
一
の

尊
い
命
な
の
で
す
ね
。 

 

大
阪
府
東
大
阪
市
の
市
立
長
栄
中
学
校
で
は
、

「
命
を
考
え
る
」
と
い
う
授
業
で
三
億
の
精
子
を
数

え
よ
う
と
い
う
事
に
な
り
、
米
粒
を
二
時
間
か
け
て

一
粒
一
粒
数
え
た
そ
う
で
す
。 

数
え
ら
れ
た
の
は

三
億
に
程
遠
い
十
万
粒
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
あ
る

男
子
生
徒
は
、「
自
分
が
こ
の
世
に
い
る
事
が
奇
跡

だ
と
思
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

命
の
別
名
は
親
で
あ
り
ま
す
。 

◇
「
む
す
ひ
」
の
神
様 

 

自
然
の
生
成
力
、
物
を
生
み
出
す
力
が
神
格
化
さ

れ
、
ま
さ
し
く
生
命
力
を
司
る
神
様
に
、
高
御
産
巣

日
神
（
た
か
み
む
す
ひ
の
か
み
）
と
神
産
巣
日
神
（
か

み
む
す
ひ
の
か
み
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 
こ

の
神
様
は
、
記
紀
（
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
事
）
の

最
初
に
登
場
さ
れ
る
造
化
三
神
（
ぞ
う
か
さ
ん
し

ん
）
と
い
う
最
も
高
貴
な
神
々
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

「
む
す
」
と
い
う
言
葉
は
、「
苔
が
む
す
」「
息
子
（
む

す
こ
）」「
娘
（
む
す
め
）」
な
ど
現
代
語
で
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。 

「
む
す
」
の
も
と
も
と
の
意
味
は

「
む
す
ぶ
」
で
す
。 

 

◇
「
お
に
ぎ
り
」
で
は
な
く
「
お
む
す
び
」 

口
を
結
ぶ
よ
う
に
、
左
右
の
掌
（
た
な
ご
こ
ろ
）

を
合
わ
せ
て
フ
ッ
ク
ラ
と
し
た
空
間
を
作
る
の
が

「
む
す
ぶ
」
で
あ
り
、
そ
の
結
ん
だ
掌
か
ら
温
か
く

作
り
出
さ
れ
る
の
が
「
お
む
す
び
」
で
す
。 

握
っ

た
だ
け
の
「
コ
ン
ビ
ニ
お
に
ぎ
り
」
の
大
流
行
で
、

「
お
む
す
び
」
と
い
う
言
葉
が
急
速
に
使
わ
れ
な
く

な
り
、
死
後
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。 

◇
過
去
、
現
在
、
未
来 

ま
さ
し
く
、「
む
す
ひ
の
か
み
」
か
ら
生
成
力
を

授
か
り
、
尊
い
三
億
分
の
一
の
命
を
親
か
ら
頂
き
、

現
在
を
生
き
て
い
る
の
は
自
分
自
身
で
す
。 

そ
し

て
、「
常
若
（
と
こ
わ
か
）」
で
、
清
々
し
く
、
瑞
々

し
く
、
若
々
し
く
、
新
し
い
明
日
を
、
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
の
で
す
。 

「
親
」
が
「
過
去
」、「
身
」

が
「
現
在
」
そ
し
て
「
新
」
が
「
未
来
」
を
意
味
す

る
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、「
親
・
身
・
新
」

で
、「
生
か
さ
れ
て
生
き
る
、
活
き
る
」、
神
様
と
氏

子
の
皆
様
を
「
む
す
ぶ
」
架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
努

力
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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◇
七
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 
▼
七
社
祭
（
六
連
島
） 

 
 

＊
七
月
九
日 

 
 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

 

＊
七
月
十
日 

▼
天
満
宮
例
祭
（
竹
の
子
島
町
） 

 

＊
七
月
十
五
日 

▼
美
祢
市
西
厚
保
敬
神
婦
人
会
参
拝 

 

＊
七
月
十
六
日 

 
 
 

 

▼
朝
粥
会 

 

＊
七
月
二
十
一
日 

▼
敬
神
婦
人
会
奉
仕
作
業 

  

＊
七
月
二
十
二
日 

 

 
 
 

 

▼
夏
越
祭 

 

▽
田
の
首
八
幡
宮
（
左
、
上
の
写
真
） 

＊
七
月
二
十
四
日 

 

▽
六
連
島
八
幡
宮
（
左
、
下
の
写
真
） 

 
 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 

 

 

▽
彦
島
八
幡
宮 

 
 

＊
前
夜
祭 
七
月
二
十
九
日 

 
 

＊
御
神
幸
祭 
七
月
三
十
日 

 
 
 

※
写
真
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す 

 

▽
恵
比
寿
神
社
（
海
士
郷
町
） 

 
 

＊
七
月
三
十
一
日 

◇
八
月
祭
典
行
事
予
定 

▼
ま
ほ
ろ
ば
学
級 

＊
八
月
五
日
、
小
学
生
対
象
、
境
内
に
て 

▼
行
事
委
員
会 

＊
八
月
十
日 

▼
維
蘇
志
会
家
族
例
会 

＊
八
月
十
日 

▼
朝
粥
会 

＊
八
月
二
十
一
日
、
早
朝 

 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

◇
八
月
の
宮
司
の
予
定 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
三
役
会
、
遷
宮 

対
策
委
員
会
作
業
部
会 

＊
八
月
一
日 

▼
社
会
福
祉
法
人
東
圧
保
育
園
理
事
会 

 

＊
八
月
二
日 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
監
査
会
、
幹
事
会 

＊
八
月
三
日 

▼
下
関
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会 

 

＊
八
月
九
日 

▼
地
元
迫
町
追
善
盆
供
養
参
列 

 

＊
八
月
十
一
日 

 

▼
玄
洋
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

＊
八
月
十
七
日 

▼
玄
洋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業 

 
 

＊
八
月
十
九
日 

 

▼
神
職
養
成
講
習
会
直
階
「
神
社
神
道
概
説 

 
 

 
 

Ⅱ
」
の
講
義
を
担
当
（
十
八
時
限
・
五
時
間
） 

＊
八
月
二
日
、
三
日
、
十
二
日
、
二
十
日
、 

 
 

二
十
一
日
の
五
日
間 

 

▼
神
職
養
成
講
習
会
閉
講
式
参
列 

 

＊
八
月
二
十
四
日 


